
接種推進運動の裏側

～専門家とワクチンメーカーの怪しい関係～

2014年11月24日 国民の医薬シンポジウム

弁護士 関 口 正人



子宮頸がん征圧を目指す専門家会議

�設立

2008年11月…HPVワクチン承認審査中

�目標
①より精度が高く費用対効果にすぐれた子宮
頸がん検診（細胞診＋ＨＰＶ検査）を確立し、
子宮頸がん検診の受診率５０％以上をめざす

②ＨＰＶワクチンの早期承認と公費負担の実
現を図ること（～2011年度）

ＨＰＶワクチンの公費負担年齢における接
種率向上と、キャッチアップ世代へのワクチ
ン接種を推進すること（2012年度～）



活動
� 提言、見解等の公表

� 政府や政党に対する要望書等の提出や勉強会の実施

� 自治体担当者、議員、医療関係者、啓発団体、メディアなど
を対象としたセミナーの開催

� 記者懇談会の開催

� 子宮頸がん予防啓発団体を集めたワークショップの開催

� 行政の子宮頸がん予防の担当者を対象とするセミナー実施

� 市民向け公開講座等の開催

� 「子宮頸がん予防活動奨励賞」の創設・表彰

� 海外の学会・国際会議への参加・取材ツアーの実施

� 啓発団体のサポート

幅広い層を対象としたきわめて多彩な活動















副反応報道後の動き

�見解・声明の公表
① 「子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）副反応報道について」

（2013年4月18日）

② 「子宮頸がん予防ワクチンの積極的接種勧奨の差し控えについて」
（2013年6月20日）

③ 「子宮頸がん予防ＨＰＶワクチン接種の接種勧奨差控え延長につい
て」（2013年12月26日）

④ 「子宮頸がん予防ＨＰＶワクチン接種の接種勧奨差控えの状況につい
て」（2014年1月21日）

※③・④は日本産婦人科医会、日本産科婦人科学会、日本
婦人科腫瘍学会との連名

�自民党勉強会開催の働きかけ（2014年5月30日）



学会との関係
専門家会議の役職専門家会議の役職専門家会議の役職専門家会議の役職 学会の役職学会の役職学会の役職学会の役職

今村定臣実行委員 日本医師会常任理事
日本産婦人科医会副会長

嘉村敏治実行委員 日本婦人科腫瘍学会理事長

小西郁生実行委員 日本産科婦人科学会理事長
日本婦人科腫瘍学会理事

鈴木光明実行委員 日本産婦人科医会常務理事

吉川裕之実行委員 日本産科婦人科学会常務理事
日本婦人科腫瘍学会副理事長

青木大輔委員 日本産科婦人科学会常務理事
日本婦人科腫瘍学会常務理事

大道正英委員 日本産科婦人科学会理事
日本婦人科腫瘍学会理事

河西十九三委員 日本産婦人科医会理事

木下勝之委員 日本産婦人科医会会長

平井康夫委員 日本婦人科腫瘍学会理事



�幅広い対象へのきわめて多彩な活動

�主要学会との人的関係

HPVワクチン推進運動の総本山

世論形成と政策決定に強い影響力







製薬会社の情報開示

日本製薬工業協会

「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイ
ドライン」→2013年度より実施

2012年度の専門家会議に対する寄付金

�ＭＳＤから２０００万円

�ＧＳＫから１５００万円

実態は企業資金による販売促進活動？



公開質問

＜質問事項＞

① 設立から現在までの両社からの寄付金額

② 設立から現在までに両社から受領した１以外の金
銭

③ 受入寄付金総額において両社からの寄付金が占め
る割合

④ 実行委員及び委員に対して支払った金銭（報酬、
執筆料、講演料、旅費交通費等名目を問わない）

回答なし



専門家会議声明

「征圧会議自身は、任意団体であり、
その資産状況の開示は行っておりませ
ん 」

�資産状況の開示と利益相反の開示は別
問題

�資産状況を開示していない個人でも開
示を要求されるのが利益相反管理



専門家会議声明

「委員は個人の意志でこの征圧会議に
参加しており、それぞれが所属する団
体・学会等において、適切な利益相反
管理を行っていると理解」

�専門家会議がトンネルになると、所属
団体は利益相反を正しく認識できない

�所属団体に情報公開請求しても開示さ
れない



労務提供？ 疑惑

堀内吉久氏

� 2011年以降、

「子宮頸がん征圧をめざす専門家会議」

「子宮頸がん征圧をめざす専門家会議ACTプロ

ジェクト」の肩書で講演等の活動

� 2008年のGSK社社内報

「ワクチンマーケティング部長 堀内吉久さん」

再質問書提出するも、回答拒否の声明



再質問に対する一部回答

� 2002年9月～2009年4月GSK社在職

呼吸器マーケティング部長及び

ワクチンマーケティング部長

サーバリックス発売の8か月前まで

GSK社ワクチンマーケティング部長

�専門家会議より「ＡＣＴ事業」の委託

�活動委託費の支払を受けている



再質問に対する回答

�現在堀内氏が在籍する会社とGSKの取引関
係の有無

�堀内氏はGSK在籍当時サーバリックスの
マーケティングに従事していたのか

�専門家会議の委託により堀内氏が実施した
具体的な事業は何か

全て回答なし







2013年度も…

2013年度の専門家会議に対する寄付金

�ＭＳＤから２０００万円

※2013年度分を公開済みの59社中、唯一の寄付

�ジャパンワクチン社→未開示

（2012年7月よりサーバリックスの販売権移管）



そして、相変わらず…

2014201420142014年年年年7777月月月月4444日厚労省副反応検討部会を日厚労省副反応検討部会を日厚労省副反応検討部会を日厚労省副反応検討部会を
受けての受けての受けての受けてのステートメントステートメントステートメントステートメント

「子宮頸がん予防HPVワクチン接種再
開の要望」発表
（日本産婦人科医会、日本産科婦人科学会、日本婦
人科腫瘍学会との連名）



IFPMA(国際製薬団体連合会）
コード・オブ・プラクティス

2.1 交流の基本：

加盟企業の医療関係者との関係は、患者に利益を
もたらし、医療を高めることを目的としている。交
流は、医療関係者への医薬品の情報提供、科学的お
よび教育的な情報の提供、医学的研究および教育の
支援に重点が置かれるべきである。

2.2 プロモーションの透明性：

医薬品およびその使用に関連する資材には、プロ
モーション活動を目的とするか否かに関わらず、企
業により後援されている場合は、誰の後援によるも
のかを明確に記載しなければならない。プロモー
ションは偽装されてはならない。



これはまさに、

「プロモーションの偽装」

ではないのか？


